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種川中学校統合問題『匂~d1

口口
口口

口口「第4固定

|舎金中学校一枝に統合口口l
| 昭和63年4月から統合に

あ
る
。
同
じ
校
合
、
同
じ
取
引
で
勉
強

さ
れ
、
統

一
し
た
教
育
が
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
も
実
情

を
と
ら
え
、
広
く
交
琉
を
図
り
、
広

い
視
野
の
も
と
で
勉
強
し
て
立
派
に

成
長
し
て
欲
し
い
。

机
年
以
降
、

一
校
統
合
の
方
針
で

あ
る
。
各
地
域
の
中
学
校
統
合
に
つ

い
て
も
協
力
を
願
っ
て
き
た
。
極
川

も
今
金
町
の

一
部
で
あ
り
協
力
理
解

を
聞
い
た
い
。
種
川
中
学
校
も
老
朽

化
し
て
い
る
。
9
月
U
日
種
川
中
学

校
の
改
築
の
陳
情
に
つ
い
て
不
掠
択

と
主
っ
た
.
今
金
町
の
た
め
に
も
統

合
に
し
て
欲
し
い
。

日
年
4
月
に
統
合
を
実
施
す
る
に

は
、
粂
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
の

で
条
例
を
提
案
し
て
い
る
。

種
川
中
学
校
も
曲
、
叩
年
に
は
、

観
式
校
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
。
将
来
に
向
っ
て
教
育
の
万

全
を
期
し
た
い
d

と
の
提
案
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
議
会
は
、
「
こ
の
響

曲
師
に
あ
た
り
教
育
委
民
会
に
お
い
て

9
月
お
目
、
種
川
中
学
校
を
今
金
中

学
校
に
統
合
し
て
良
い
と
答
申
し
た

が
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
ほ

し
い
。
正
し
い
と
判
断
し
た
答
申
内

容
を
知
り
た
い
。
独
自
の
判
断
か
、

行
政
を
交
え
て
の
判
断
か
|。

こ
の
た
め
に
各
家
庭
を
訪
問
し
た

こ
の
協
会
が
は

M
W
、
日
日
の
両

日
に
わ
た
り
附
仰
さ
れ
、
町
長
の
行

政
報
告
を
始
的
、
決
算
特
別
委
品
会

帯
査
報
告
、

一
般
質
問
、
条
例
改
正
、

補
正
予
算
、
陳
情
性
等
凶
件
が
帯
識

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
種
川
中
学
校
を
今
金

中
学
校
に
統
合
す
る
粂
例
が
提
案
さ

れ、

2
H
川
に
わ
た
り
検
討
さ
れ
ま

し
た
.

こ
の
統
A
H
川
組
の
経
過
は
、
戦
後
.

生
徒
数
が
減
少
し
小出
品
校
校
の
組
式
、

被
々
式
と
な
る
な
ど
先
生
の
教
科
外

担
任
、

一
人
の
先
生
が
専
門
外
町
教

育
の
実
情
に
あ
っ
た
。
統
合
に
よ
り

専
門
的
教
育
の
実
施
、
教
育
施
設
の

• • 

と
言
っ
て

い
る
が
、
何
パ
ー
セ
ン
ト

が
明
ら
か
に
問
な
し
た
か
で
あ
る
。

数
字
の
娘
拠
、
感
織
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
報
告
し
た
か
。
理
事
者
は

答
申
を
受
恕
し
て
い
る
が
長
い
年
月

を
要
し
て
い
る
。
部
落
と
の
対
応
は

理
事
者
に
お
い
て
出
向
く
の
が
常
議

行
動
で
は
な
い
か
。
教
育
委
員
会
ま

か
せ
だ
が
‘
な
ぜ
理
事
者
と
し
て
や

ら
な
か
っ
た
か
。

同
意
を
背
景
に
す
る
の
が
当
然
で

あ
る
の
に
理
事
者
は
行
っ
て
い
な
い
。

機
会
は
何
を
基
本
に
審
議
す
れ
ば
良

い
の
か
。
民
主
々
誕
の
原
則
か
ら
す

る
と
最
後
は
裁
決
に
な
る
。
言
葉
を

変
え
れ
ば
、
強
行
突
破
で
あ
る
。
感

按
を
示
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
納

得
で
き
な
い
。
風
間
で
は
困
る
J
V

と

厳
し
い
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
現
事
者
は
‘
「
9
月

幻
目
的
決
定
は
、
町
長
は
理
解
さ
れ

て
い
る
。

P
T
A
父
兄
と
話
し
合
っ

て
き
た
。
答
申
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
審
議

決
定
し
た
。
町
長
に
は
口
答
を
も

っ

て
答
申
し
た
。
印
戸
の
家
庭
訪
問
を

し
た
経
純
で
あ
る
が
、
無
理
お
し
で

な
く
‘
理
解
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

統
合
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
は
反

対
で
あ
る
。
倒
人
に
は
な
兄
を
求
め

て
は
い
な
い
己
更
に
は
、
「
こ
の
統

合
間
組
に
つ
い
て
は
、
相
当
長
期
に

お
よ
ん
で
い
る
。
部
落
の
立
場
も
理

解
し
て
い
る
が
、
全
町

一
本
の
姿
で

最
善
の
協
力
を
賜
り
た
い
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
航
川
小
学
校
内
新
築
も
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。
蹴
心
誠
訟
を

も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。
議
会
に
は

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
進
め
た
い
日

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
に
入
り
「
統
合
は
時
代
に
逆

行
し
て
い
る
。
強
行
す
る
な
の
文
部

省
の
通
達
が
出
て
い
る
。
行
う
べ
き

こ
と
を
行
っ
て
提
案
す
べ
き
で
あ
る
。

条
例
提
案
ま
で
に
、
部
落
対
応
を
す

る
こ
と
が
理
事
者
の
政
務
で
あ
る
。

い
ま
だ
附
則
早
尚
と
し
て
見
送
る
べ

き
で
あ
る
U

ま
た
「
粂
例
を
可
決
し

て
か
ら
部
孫
と
話
す
。
こ
れ
は
民
主

主
義
的
ル

l
ル
違
反
で
あ
る
d

な
ど

の
反
対
な
凡
や

「
人
間
形
成
施
設
の

充
実
等
か
ら
統
合
を
打
ち
だ
し
.

一

校
統
合
を
基
本
精
神
と
し
て
つ
ら
ぬ

い
て
き
た
。
議
員
も
入
れ
変
わ
っ
て

い
る
が
、
議
兵
の
な
志
は
、
昨
年
の

学
校
新
築
の
陳
情
に
対
し
全
員
特
別

委
員
会
を
開
催
、

沓
決
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
議
会
立
志
向
決
定
さ
れ
た
と

理
解
し
て
い
る
。

議
会
、
住
民
と
の
意
志
の
疎
通
が

さ
れ
て
い
な
い
が
雨
も
り
す
る
よ
う

な
学
問
的
場
所
で
あ

っ
て
良
い
の
か

で
あ
る
.
子
供
述
を
犠
牲
に
し
て
良

い
の
か
。
議
会
の
な
志
を
理
解
し
て

ほ
し
い
。
積
川
の
感
情
を
納
得
さ
せ

て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
J
V

な
ど
の
賛

充
設
の
充
実
な
ど
、
救
出
円
筒
条
刊
の

向
上
、
質
的
な
教
育
機
会
の
均
等
得

を
方
策
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
目
的
に
地
区
ご
と
の
説
明
会

を
実
施
し
た
。

そ
の
結
栄
.
判
年
に
神
丘
中
学
校

の
統
合
を
皮
切
り
に
始
ま
り
、
地
域

住
民
と
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
程

川
中
学
校
を
残
し
、
統
合
の
同
立
を

得
て
日
年
に
統
合
今
金
中
学
校
の
建

設
が
若
手
さ
れ
、
日
年
に
完
成
し
た
。

条
例
は
、
種
川
地
区
内
向
立
が
待
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
2
校
の
条
例
と
な

って
現
在
に
至
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
間
‘
持
参
に
わ
た
る
話
し
合
い

が
も
た
れ
た
が
決
裂
、
聞
か
り
の
ま

ま
で
あ
っ
た
。

同
年
に
極
川
中
学
校
改
築
町
陳
情

舎
が
提
出
さ
れ
、
議
会
に
お
い
て
審

議
の
結
果
、
不
採
択
と
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
統
合
に
あ
た
り
、
郡
川
地
域

は
印
年
日
月
げ

E
m人
が
集
合
、
統

合
反
対
住
民
総
決
起
大
会
を
聞
い
h
f

、

そ
の
時
の
大
会
内
容
は
、
二
方
的

也
統
合
の
押
し
つ
け
は
、
教
育
の
阪

市
川
に
反
す
る
。
織
会
的
陳
情
不
保
択

は
門
前
払
い
と
同
じ
だ
。
住
民
の
意

思
を
い
枇
視
し
た
学
校
統
合
に
は
絶
対

反
対
絡
会
町
議
決
に
強
く
反
省
を

求
め
る
日
な
ど
の
大
会
決
議
を
し
た
。

今
回
の
提
案
は
、
「
今
金
町
は
、

過
疎
が
進
行
し
て
い
る
中
で
、
教
育

教
材
の
問
題
、
特
殊
救
出
H

の
川
組
も

• • 
成
立
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
裁
決
に
入
り
、

限
集
計
成
者
多
数
に
よ
り
「
今
金
中

7つのポイント〉

1.1li たばこやたばこの投げ捨ては Lない

2子供は、マッチやライタ で遊ばせない

3屈の強い tきは、たき火を Lなレ

4天ぷらを儲げる tきは、そ の場を離れない

5永のまわりに燃えやすいものを置かない

6ふろの空だきをしない

7スト ブには、燃えやすいものを近づけない

( 2 ) 

〈火の用l山-2月28日-3月13日・

otl、たちの身のまわりには、た〈さんの r火災の樟J が

あります。ちょっと L た不注意から火災をおこさないよ

う‘次の「火の昨l心 7つのポイント J を守り、火災干

防に'L、カfけて<1:'さい。

あなたが主復」

春の全国火災予防運動

「防火の大復

学
校
」

一
枝
袋
町
条
例
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

亡11;品安全運動」町
内
ぐ
る
み
で
事
故
防
止

南
町
内
会
で
は
、
毎
月
1
日
目

日
を
交
通
安
全
の
日
と
し
て
、
児

童
を
も
っ
主
婦
や
各
班
の
人
達
が

危
険
な
交
差
点
や
街
角
に
立
ち
指

導
し
て
い
る
も
の
で
す
。

町
内
で
は
重
点
羽
目
と
し
て

-
町
内
か
ら
交
通
都
放
を
だ

さ
な
い
こ
と

-
各
家
庭
で
交
通
問
題
を
話

し
あ
う
こ
と

・
交
通
安
全
に
は

に
参
加
す
る
こ
と

積
極
的

以
上
の
三
頃
目
を
決
め
て
い
ま
す
。

こ
の
市
中
撲
の
実
施
に
つ
い
て
町

内
会
長
は
、

「こ
う
し
た
辿
動
向

給
が
広
が
っ
て
ほ
し

い
U

と
話
し

て
い
ま
し
た
。

( 3 ) 



回
国
〔
l
u

予
防
欄
防
を
噂
び
か
ωω

恒
例
の
消
防
出
初
式
が

1
丹
6
日

団
員
四
名
余
り
と
消
防
車
、
救
急
車

な
ど
が
市
内
を
パ
レ
ー
ド
、
「
火
の

も
と
に
は
気
を
つ
け
て
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

一
見
に
は
、
市
街
地
の
要
所
に
お
い

て
ま
と
い
振
り
を
披
露
、
山
防
予
防

の
ピ

1
ア
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
パ
レ
ド
が
終
了
後
、
昭

和
臼
年
永
年
勤
続
者
の
表
彰
式
が
町

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た。園
北
海
道
知
事
表
彰

+
川
年
以
上
勤
続
表
彰

出
沢

茂

樹

山

間

情

牧
山
久
川

村
上
隆
文

振

一

1LV

一

炉』±志式n
H
 

4
4
E
 

出防山同

一

• (e 

+
m
年
以
上
勤
続
表
彰

秋

山

延

-
今
金
町
長
表
彰

+
初
年
以
よ
勤
続
功
績
表
彰

永

判

敏

治

安

凶

昭

雄

山

口

易

蝶
良
孝
司

佐
竹
紀
遊

山
間
忠
夫

・
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

争
功
績
表
膨

加
藤
消
一一一郎

問
中
義
雄

+
特
別
功
績
表
彰

及
川

良

篠
問
正
立
山
石
哲
雄

安
達

一
夫

安

迷

芳

純

緒

方

一
山崎

安
藤
源
次
郎

-V
初
年
以
上
勤
続
表
彰

永

井

敏

治

安

西

昭

雌

山

口

-山

賊
良
孝
司
佐
竹
紀
道
山
山
忠
夫

+
叩
年
以
上
勤
続
表
彰

岡

本

優

総

和
夫

れ

附

夫

崎
野
竹
辛
出
向

一
三

-
今
金
町
消
防
団
長
表
彰

+
刊
年
以
よ
勤
続
表
彰

篠
問
正
幸
架
山
幸
雄
山
石
哲
雄

安
迷

一
夫

安

達

芳

雄

緒

方

一
雄

日
下
昭
二
郎

安
藤
似
次
郎

+
初
年
以
上
勤
続
表
彰

永
井
敏
治
安
西
附
雌

蝶
良
孝
司
佐
竹
紀
泊

+
川
年
以
上
勤
続
表
彰

岡

本

優

背

附

夫

川
官

一
三

-
精
勤
問
回
糟
繍
褒
務

官
井
幸
治

山
口

羽

山
田
忠
夫

獄
野
竹
辛

ぷL
7 

金
10

B

「
心
温
ま
る
明
る
い
町
づ
く
り
に
協

力
を
」
と
会
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て

花
月
刊
日
町
長
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

附
催
、
観
衆
2
0
0
人
余
り
が
つ
め

か
け
ま
し
た
。

幻
山
を
前
袋
、
歌
手
は
各
組
職
場

内
代
表
者
や
団
体
長
、
財
人
会
に
よ

る
舞
抑
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
代
表
の
歌
手
町
中
に
は
「
刊

末
の
日
物
は
是
訓
A
，
金
古
川
出
術
で
」

の
看
板
を
平
に
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
入

り
で
歌
う
人
と
様
ざ
ま
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
進
行
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
似
し
に
観
客
は
、
拍
手
や
戸

援
を
惜
し
み
な
く
お
く

っ
て
い
ま
し

、一。
，
人

こ
の
催
し
に
あ
た
り
、
林
般
次

郎
会
長
は
「
こ
の
会
は
5
年
前
に
結

成
し
た
。
何
か
話
し
の
極
に
な
る
こ

と
‘
た
め
に
な
る
ζ

と
は
な
い
か
と

引
回
し
た
と
こ
ろ
、
戦
租
も
い
ろ
い

ろ
の
方
が
多
数
参
加
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
開
催
に

あ
た
り
各
方
面
か
ら
応
援
し
て
い
た

だ
い
た
。
普
立
の
阻
ま
り
に
よ

っ
て

削
附
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
U

と
話
し

音
ー薬
l
愛

十
日
町

て
い
ま
し
た
~
。

こ
う
し
た
普
怠
の
催
し
に
よ
っ
て

集
め
ら
れ
た
金
額
は
ロ
万
2
千
7
百

円
円
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、

今
金
町
村
会
栴
制
協
議
会
へ

8
万
Z

L

{

l

l

f

、

;
t
i
t
-
K
Y附

守

9
i
9
p
カ
羽
拍
足
羽
山
主
再

祉
部

へ
3
万
9
千

7
訂
曲
川
が
そ
れ

ぞ
れ
に
脊
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
金
は
、
制
制
施
設
、
病
院

長
期
入
院
名
、

一
人
暮
ら
し
の
老
人
、

町
子
家
庭
主
ど
に
配
分
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

会
の
パ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
は

8
名、

音
楽
に
迎
昧
の
あ
る
も
の
が
集
ま
っ

て
結
成
し
た
も
の
、
結
成
後
、
敬
老

会
や
光
の
皇
学
凶
な
ど
の
施
設
を
訪

問
、
民
に
は
、
抗
日
間
純
凶
は
町
内
ば

か
り
で
な
く
、
瀬
棚
川
や
虻
川
町
ま

で
と
広
範
州
に
わ
た
り
前
印
刷
し
て
い

る
も
の
で
す
。

…
瀬
棚
線
ご
利
用
の
お
客
さ
ま
ヘ

…

1
1
2
月
四
固
ま
で
に
|
I
l
l
i
-
-
」

一

-

一
「
|
|
定
期
利
用
届
を
志
れ
す
に

|
|
|
」

一

・
補
償
の
内
容

現
在
、
瀬
棚
線
を
定
期
券
で
一

利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
廃
止
一

後
引
き
続
い
て
同
じ
学
校
へ
の
一

通
学
又
は
通
勤
の
た
め
、
パ
ス
一

定
期
券
で
パ
ス
を
利
用
さ
れ
る
一

方
に
「
廃
止
附
の
国
鉄
定
期
連
打

川H
」
と
「
山
町
止
後
に
利
則
さ
れ
一

る
パ
ス
の
定
期
述
貨
」
と
の
差

制
削
を
補
償
し
ま
す
。

-
補
償
の
期
間

ω通
勤
廃
止
後
1
ヵ
年
(
ロ
ヵ
日
)

e

ω

通

学

廃

止
附
在
学
中
の
学
校
一

卒
業
ま
で
の
問
(
所
定
一

の
修
業
年
限
ま
で
と
し
、
一

1
年
叩
カ
月
と
し
て
計
一

算
し
ま
す
J

一

・
補
償
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

r------一一一一一-
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昭
和
白
年
3
月
何
回
限
り
で
瀬

棚
線
(
国
縫
駅

1
瀬
棚
訳
)
は
廃
止

代
替
パ
ス
が
運
転
さ
れ
ま
す

山
町
止
区
間
に
は

3
月
刊
日
以
降

代
仔
パ
ス
を
次
の
と
お
り
述
転
し

ま
す
。

①
パ
ス
会
制

的
館
パ
ス
株
式
会
社

②
パ
ス
巡
行
日
戸
川

瀬
棚
上
三
本
杉
山
1
長
刀
部

タ
ー
ミ
ナ
ル
前

③
パ
ス
時
刻

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定
期
運
賃
差
額
を
お
支
払
い

し
ま
す

現
在
‘
瀬
棚
線
を
定
期
券
で
利

則
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
で
、
廃

止
後
パ
ス
定
期
券
で
パ
ス
を
利
附

さ
れ
る
方
に
「
廃
止
時
の
悶
鉄
迎

刊
ど
と
「
廃
止
後
、

利
用
さ
れ
る

パ
ス
の
定
期
巡
貨
」
と
の
差
傾
を

支
払
い
ま
す
。

定
期
運
賃
差
額
補
償
の
案
内

• • 
を
す
る
時
に
は
、
凶
欽
定
期
券

を
従
示
し
て
く
だ
さ
い
。
定
則

利
川
肌
を
し
な
い
場
合
は
‘
補

償
で
き
ま
せ
ん
。

ω廃
止
後
の
新
し
い
パ

ス
定

期
券
を
買
求
め
の
う
え
、
補

償
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

①
定
期
利
則
屈
を
さ
れ
た
方
に
は
、

補
償
申
前
の
手
続
き
の
案
内
を

3
月
5
日
頃
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

②
補
償
中
前
の
附
は
、
次
の
も

の
を
用
意
く
だ
さ
い
。

。
廃
止
め
前
ま
で
使
則
し
て

い
た
凶
欽
定
期
券

0
3
川
同
日
以
降
に
使
川
す

(4 ) 

ω補
償
の
対
象
と
な
る
方
は
、

定
期
利
用
屈
を
し
て
く
だ
さ
い

①
受
付
期
間

1
M
お

H
t
Z
M
同
日
ま
で

②
受
付
箇
所

各
駅
で
取
扱
い
し
ま
す
。

民
定
期
利
用
朋
耐
の
用
紙
は
、

駅
に
あ
り
ま
す
。
定
期
利
用
届

る
パ
ス
定
期
券

「
通
勘
定
期
的
方
は
、
身

一
分
証
明
智
也
ど
本
人
で

O
{
あ
る
こ
と
を
簡
明
で
き

一
る
も
の
、
通
学
定
期
の

{
方
は
、
在
学
証
明
哲

③
補
償
金
は
、
お
客
さ
ま
の
指

定
の
金
融
機
関
の
口
座
に
送
金

し
ま
す
。

④
3
月
刊
日
以
降
も
有
効
な
国

鉄
定
期
券
は
、
残
余
の
日
数
に

つ
い
て
払
い
戻
し
ま
す
。

補
償
干
続
き
を
し
て
か
ら
払

い
戻
し
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

距
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最

寄
り
の
駅
へ

。

青
函
船
舶
鉄
道
管
理
局
総
務
部
地
方
交
通
線
室
か
ら

電
話

0
1
3
8
(
忽

)
5
8
1
3番

戦傷病者戦没者遺族 援 護 業 務

並 び に恩給業務相 談会の開催

催 l仁海道

時昭和62年 3月 12日

1011与から 16叫まで

輸山支庁大会議室 (3F) 

現行制度による援磁対鼻者

て¥まだ年金 ・思給等を受

けていない戦没者向泣脹や

川部人・:111崎町方々

(5) 相 殴 内容

ア 戦没者向ill族に付する援護(遺紘

年金扶助料 ・特別弔慰金・戦没妻・

父母特別給付金)関係

イ }峨傷病者に対する援護(附害年金・

傷病思給 ・l械f品約者型特別給付金・

靴傷病名手柑) 1期係

ウ 旧軍人停に対する恩給及び草歴証

明 l民11;干
疑 詳制は北海道民生部保趨詳、(，~li:r，古011

231-4111 内線2464) か開催地内各

支庁担金相祉部又は眼没者選鉱等援鑓

担当部にお11tJい合わせ下さい。

( 5 ) 

場

象

主

日

会

対

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 



学
校
名

花

石

氏

名

佐

藤

忠

佐

竹

京

子

中

向

直

美

馬

場

愛

菅
原
山
香
旦

藤
A
U

草
間

平
城
山
肌

止
可
山
尚
樹

伊

藤

元

正

鎌

田

孝

俊

佐

々

木

健

長
崎

美
香

佐
々
木
優
子

即
日
奈
保
子

本
場
ゆ
り
か

安

四

川

之

" 
中

里" " 
種

![I " " " " " " " " " 
今

金北欧福祉の散策 |②

「一オランダの 1 

」 一-AGO福祉工場をみて

二
、
本
の
都
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
」

北
欧
で
の
第

一
夜
は
、
ク
レ
フ
ト

ホ
テ
ル
で
、
パ
ス
・
ト
イ
レ

の
部
屋

が
パ
カ
広
い
、
ま
あ
ま
あ
の
設
備
の

ホ
テ
ル
だ

っ
た
。
夕
食
後
、
四
1
3

五

人
の
グ
ル
ー
プ
で
市
街
を
散
歩
す
る

約
束
で
ロ
ビ

l
に
集
合
し
た
が
、
間

の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
お
か
げ
で

ゆ
っ
く
り
と
熟
睡
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
間
が
朝
ま
で
続
い
た
の
か
、

今
目
的
天
候
も
冊
、
気
品
が

一
三
度

C
で
あ
る
。
が
イ
ド
の
説
明
で
は
、

こ
れ
が
典
型
的
な
オ
ラ
ン
ダ
の
秋
な

の
だ
そ
う
だ
.
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金
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(‘ 1. 

谷勝俊

利
食
は
、

パ
ン

・
ハ
ム
と
チ

l
z

が

一
枚
づ
っ
、
そ
れ
に
コ
ー
ヒ
ー
と

い
う
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
今
日
は
付
望
の
研
修
祝

伎
と
い
う
こ
と
で
、

一山
町
中
、
ホ
テ

ル
を
パ
ス
で
出
発
し
た
の
は
‘

ん
川
町

だ
っ
た
。

首
都
「
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
」
は
、
北

の
ベ
ニ
ス
と
一再
わ
れ
る
述
河
の
町
。

ン
ッ
ク
な
品
レ
ン
ガ
の
車
並
が
そ
の

水
川
に
影
を
即
時
と
す
風
U
M
は
兇
川
前

紡
た

っ
ぷ
り
だ
。

一
O
Oを
数
え
る
辺
河
と

一一

O

柴光の里学園長

今

- jJt俄陪周知l石谷 ザr~-:j 述 小花 J? 鉢下笹古仁上松相l 工 小大中新築大 T栢山坂佐
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O
を
お
え
る
柿
が
い
た
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
い
う
。
私
た
ち
の
乗
っ
た
パ

ス
が
そ
の
述
河
を
渡
ろ
う
と
す
る
と

丁
度
、
そ
の
迎
河
を
船
が
通
っ
て
い

て、

続
が
市
く
上
が

っ
て
い
た
。
そ

の
問
、
約

一
五
分
〈
ら
い
通
行
抗
日
止

に
也
る
。
こ
ん
な
風
対
は
、
日
出
茶

飯
事
だ
そ
う
だ
。

現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
の
正
式
国
名
は
、

「
オ
ラ
ン
ダ
王
国
」
で
あ
る
。
そ
し

て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
閃
係
は
、

一
六

O
O年
に
オ
ラ
ン
ダ
船

「
デ

・

リ
1
フ
デ
け
」
が
九
州
の
血
後
海
山

今

金

久

井

索

子

田

村

経

子

加

藤

図

干

石

橋

亜

土

宮

崎

絵

美

秋
山
絵
美
且

伊
藤
千
恵
美

清

水

京

子

奥

田

若

菜

佐

藤

洋

子

松
永
ゆ
か
り

加
藤
由
美
子

大
合
利
訂
干

船

木

紗

良

龍
一
沢
ゆ
か
り

原
因
麻
知
子

西

館

静

香

谷

崎

加

奈

矢

本

尚

美

河

村

彩

横
地
由
起
子

三
島
基
子
子

日

置

裕

香

中

村

容

奈

天
引
四
世
絵

川
合
紀
代
干

池

田

愛

古

川

亜

希

田

中

理

恵

沢

悶

玲

奈

菅
原
麻
起
干

池

山

文

香

伊

東

麻

衣
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に
折
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
交
琉
は
深
い
も
の
が
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
は
、
文
化
、
芸
術
、

科
学
、
経
済
、
医
学
な
ど
す
べ
て
の

分
野
で
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に

医
学
で
、
杉
問
玄
白
ら
に
よ
る
「
解

体
新
町
ど
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。

三、

A
G
O
福
祉
工
場

パ
ス
に
は
、
昨
日
わ
れ
わ
れ
を
出

迎
え
て
く
れ
た
ザ

l
ネ
ン
氏
が
乗
っ

て
案
内
役
を
到
っ
て
出
て
い
た
。
間

足
が
平
く
、
苛
を
た
て
て
降
る
中
を

A
G
O
ロ刑
判
工
場

へ
若

い
て
、
ま
ず

建
物
の
立
派
さ
と
広
大
き
に
鰐
ろ
か

さ
れ
る
。

日
本
の
場
合
、
昨
年
五
月
に
や
っ

と
精
神
薄
弱
者
福
祉
工
場
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
が
、
オ
ラ
ン

ダ
の
一仙
枇
工
場
は
、

一
九
六
九
年
内

「
相
会
原
刑
法
」
の
施
行
に
恭
づ
い

て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
隙
害
者
の
社
会
自
立
を

促
進
す
る
た
め

の
法
律
で
、
そ
の
変

巡
の
歩
み
の
な
か
に
は
、
や
は
り
、

日
本
の
陣
容
者
服
用
促
進
法
と
同
じ

く
、
身
体
郎
害
者
が
ま
ず
優
先
さ
れ

た
よ
う
だ
。
そ
の
傾
向
を
打
破
し
た

の
が

A
G
O
福
祉
事
業
団
で
、
オ
ラ

ン
ダ
で
始
め
て
精
神
薄
弱
者
を
対
象

と
し
た
稲
祉
工
場
を
設
置
、
運
治
し
、

図
的
法
体
改
正
に
寄
与
し
て

い
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
町
人
口
は
、

七

一
万
人
で
札
眺
市
町
半
分
に
も
梢

日

置

美

幸

女

信

幸

石

塚

則

光

男

仁

日
置

勇

烏

出

力

紳

一

村

瀬

綾

子

女

重

一

梢

陳

情

花

女

安

加

藤

剛

容

女

正

市

田
畑
奈

津

美

女

友

明

箆

香

織

女

幹

宏

村

瀬

浩

美

女

鹿

一

相

沢

春

事

女

秋

男

飯

谷

拓

士

明

勉

下
問
座

洋

佑

抑

制

羽

山

村

絵

旦

女

好

兄

坂

本

志

織

女

久

光

津
国

間

隆

男

博

之

庫
元

兵

由

女

健

司

安

勝

利

彦

明

輝

雄

竹

内

光

抑

羊

山

崎

山

且

介

明

仁

吉

本

孝

也

男

臼

夫

白

山

久

男

晃

石
川

洋

輔

男

俊

典

湯

元

宏

明

智

彦

品
川
我
井
郁
美
女

正
道

河
問

幸
代

女

英

俊

村

上

友

紀

女

忠

弘

伊
藤
由
香
盟
女

一
夫

河

凹

澄

子

女

茂

中
尾

美

好

女

征

夫

前

一
二
九
名

器
こ
の
名
儲
か
ら
も
れ
が
あ
り
ま
し

た
ら
教
育
委
円
以
会
に
ご
辿
給
く
だ
さ

( 6 ) 

今

金

八

束
11 11 11 11 " " 11 

金

原

11 11 " 
豊

回

11 

神

丘
11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

た
な
い
都
市
に
、
栴
祉
工
場
が
七
ヵ

所
あ
る
。
そ
の
六
ヵ
所
が
身
体
防
害

者
対
象
に
設
置
さ
れ
、
他
の

一
ヵ
所

が
こ
の

A
G
O
縞
祉
工
場
で
あ
る
。

現
在
、
こ
の
柄
祉
工
場
に
は
、

一

八
歳
以
上
の
柏
村
部
弱
者
の
人
た
ち

が
六

O
O人
働
い
て
お
り
、

一
週
間

に
八

O
O台
の
自
転
車
組
立
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
の
組
立
、
屯
灯
の
ス
タ
ン

ド
、
雑
貨
の
パ

y
キ
ン
グ
、
縫
製
、

製
本
.
閲
芸
、
造
闘
な
ど
巾
広
く
作

業
を
実
施
し
て

い
る
。

ザ
ー
ネ
ン
工
場
長
が
着
任
す
る
前

は
赤
字
工
場
だ
っ
た
の
を
み
ご
と
皿
、

字
に
転
換
さ
せ
た
そ
の
手
腕
は
お
く

詞
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
半
日

は
か
か
る
だ
ろ
う
広
大
な
工
場
内
を

案
内
し
て
は
胸
を
破

っ
て
い
た
。

ま
た
、
生
産
性
を
日
的
、

川叫
字
経

訟
に
し
た
大
き
な
型
出
と
し
て
職
場

で
精
神
薄
弱
者
と

一
緒
に
作
業
し
て

指
導
す
る
職
場
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
が

重
要
な
カ
ギ
だ
と
説
明
す
る
。
も
う

一
つ
は
、
福
祉
工
場
だ
か
ら
と
い
う

甘
い
な
織
を
持

つ
て
は
い
け
な
い
.

一
般
社
会
の
中
で
、
完
全
に
答
通
の

企
業
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
。
相
祉
工
場
だ
か
ら
と
言

う
理
由
で
失
敗
を
弁
解
し
た
り
、
規

格
は
ず
れ
の
不
良
品
を
製
作
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

私
は
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
で
、
こ
の

A
G
O
飼
初
工
場
山
身
者
で
自
転
車

(7) 



修
政
底
的
チ
ェ
ー
ン
底
を
つ
く

る

の

て

姉

妹

他

携

で

き

る

か

ど

う

か

、

犠

て

三
O
名
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
小
さ
な

が
夢
だ
と
結
ん
だ
。

め
て
大
き
な
訓
組
だ
と
思

っ
た
。
さ

両

凶

の

出

脱

が

飾

ら

れ

、

ロ

ソ

ク

円

本

的

制

制

工

場

制

度

は

、

川

年

ら

に

、

時

過

の

企

業

と

し

て

認

知

さ

が

点

さ

れ

て

い

た

。
こ
れ
は
、
歓
迎

制
度
化
さ
れ
た
が
、
定
員
五

O
名
、
れ
る
よ
う
な
翻
制
工
場
に
な
る
た
め

の
怠
昧
を
最
大
限
に
表
わ
し
て
い
る

職
只

二

名
の
小
規
技
工
場
で
あ
る
。

の

努

力

は

並

大

抵

で

は

な

い

だ

ろ

う

。

し

る

し

だ

そ

う

だ

。

そ

し

て

、

ひ

め

川
市
し
て
ザ
l
ネ
ン
氏
が
則
待
し
て
い
る
刊
に
オ
l
ト
メ
l
y
ョ
ン

化

さ

れ

ま

す

の

盗

娩

き

す

じ

こ

、

に

し

ん

、

よ

う

な

初

制

工

場

に

立

派

に

成

長

し

て

い

る

日

本

の

企

業

と

同

を

並

べ

る

サ

ー

モ

ン

、

な

ど

、

山
海
の
ご
馳
走

============一=-=-=-=============一
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「ー
ー
ー

J

今
金
小
学

校

児

童

会

代

表

が

、

ロ

学

図

や

盟

舟

問

、

長

期

入

院

者

、

母

分

を

回
収
、
苦
労
し
て
集
め
た
空
ピ

一

カ

月

例

日

哉

君

け

け

あ

い

に

と

宣

言

寄

金

に

配

分

す

る

こ

と

に

ン

を

売

っ

た
お
ま

寄

贈

し

た
も
の

H
M
摘

闘

賞
凶
七

一
名
ー
か
ら
集
め
た
お
金
二
三
、

な

っ

て

い

る

も

の

で

す

。

で

す

。

t'
・
』

凹
二
八
円
を
相
会
栴
制
協
議
会
に
持

ー

ー

』

』

屯

パ

参
し
ま
し
た
。

』
R

R

V

こ
れ
は
、
児
童
会
で
決
定
「
困

っ

配
払

.1

て
い
る
人
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
u

d
』
.

一

と

話

L

A

H
っ
て
決
め
て
集
め
た
心
優

i
l
-
-

し
い
お
金
で
す
。

一芯
一
晶子

-
j
 
j
 
j
 

一金
一

一今
一

今

金

中

学

校

今
金
中
学
校
生
徒
会
代
表
が
‘
ロ

月
初
日
歳
末
た
す
け
あ
い
に
と
全
生

徒
三
九
四
名
か
ら
集
め
た
お
金
二
二
、

O
一
一
円
を
「
少
傾
で
す
が
私
達
の

気
持
ち
で
す
U

と
社
会
栴
祉
協
議
会

に
持
参
し
ま
し
た
.

こ
れ
は
、
生
徒
会
執
行
部
が
発
起

人
と
な

っ
て
呼
び
か
け
.
説
u
な
を
く

ん
で
も
ら
お
う
と
取
り
組
み
集
め
た

心
以
か
い
お
金
で
す
。

こ
う
し
た
児
章
生
徒
述
の
善
な
に

よ
っ
て
納
ら
れ
た
お
金
は
、
光
の
盟• • 

巨三三三三ヨ
石 油

7ァンヒーター

0 0 0 

→⑧⑧4 

↑
 

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
は
、
室
内
の
山
J

気
(
般
索
)
を
利
用
し
て
燃
焼
し
、

同
じ
室
内
に
排
気
す
る
情
造
に
な
っ

て
い
ま
す
.
で
す
か
ら
閉
め
き
っ
た

部
屋
の
中
で
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
長

時
間
使
い
続
け
る
と
、
般
索
が
少
な

く
な
り
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸

新
鮮
な
空
気
を

一
時
間
に
一
i
=
回

た
め
の
雌
し
さ
を
感
ず
る
が
、
何
と

し
て
も
日
本
町
初
制
工
場
制
度
を
定

析
さ
せ
、
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
.

仕
食
は
、
こ
の

A
G
O
の
一
部
肢

で
、
わ
れ
わ
れ
を
抑
制
と
い
う
形
で

行
わ
れ
た
。
ザ
ー
ネ
ン
氏
は
じ
め
幹

部
町
方
々
と
わ
れ
わ
れ

一
行
を
合
的

日時日
H
U
1

1
月
は
円
前
向
子
供
会
が
何
か
に

役
だ
て
て
ほ
し
い
と
「
じ
千
円
」
を

相
会
制
制
協
議
会
に
持
参
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
干
供
会
が
自
主
的
に
決

め
た
も
の
で
初
名
町
会
円以
が
分
担
し

て
空
ビ
ン
集
め
を
開
始
、
父
兄
の
協

力
を
得
な
が
ら
小
型
ト
ラ
y
ク
2
台

• • 

( 8 ) 

が
山
の
ご
と
く
で
あ
る
。
全
〈
興
国

を
感
じ
さ
せ
な
い
料
理
の
数
々
に
‘

私
た
ち
は
し
ば
し
夢
中
で

フ

ォ

ク

を
走
わ
せ
‘
そ
の
暖
か
な
ご
好
意
を

味
わ
た
。

同
じ
道
を
歩
む
者
同
志
の

心
的
交
流
の
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

除雪作業の協力お願い

1

1

1

1

1

1

!

!

!

i

i

l

i

-

-

1

1

l

i

l

i

-

-

-

i

1

1

1

i

j

 

誤
ま
っ
た
使
い
方
が
事
故
を
呼
ぶ

H

二

M
列

必
す
自
灯
油
を
使
う

一

一

}

1
1
f

a
、

一
一

両
畑
山
川
問
問
川
凶
閣
阿
川
閣
国

h
v
J丸
氏
汁
却
イ

↓

↑

4
J
4

じ。一
J

明準九
γ

山れ

e

石
油
ス

ト
ー
ブ
の
燃
料
は
臼
灯
油
一

こ

の

季

節
、
大

活

躍

の

暖

房

器

具

販

売

台

数

が

一

千

万

台

を

越

え

、

こ

d
m
S
F‘
ガ

曲

、

で
す
。
臼
灯
油
が
足
り
な
く
な
っ
た
一

ゴ
酷
揖
駅
主
圃
(
也

と
き
ガ
ソ
リ
ン
や
機
械
油
、
天
ぷ
一

す

が
、
使

い

方

を

誤

ま

る

と

大

き

の

と

こ

ろ

普

及

の

目

覚

ま

し

い

石

油

二

'

詣

察

圃

(

一

二
圃
扇
怨
伊
圃

ら
け
山
な
ど
を
代
用
す
る

こ
と
は
遊
日
』

な

事

故

に

つ

な

が

る

恐

れ

が

あ

り

ま

フ

ァ

ン

ヒ

ー

タ

ー

に

つ

い

て

、

必

ず

一

E
E
-
-

て
く
だ
さ
い
。
苦
燃
焼
を
起

こ
し
一

守

っ

て

い

た

だ

き

た

い

使

用

上

の

注

ぐ

!

l

l

切

た
り
火
が
消
え
た
り
し
て
大
変
危
一

そ

こ

で

、

暖

房

器

具

の

中

で

も
、

意

を

あ

げ

て

み

ま

し

ょ

う

。

f

i

l

a

¥

険
で
す
。

一

化
炭
素
が
発
生
し
始
め
ま
す
。

快
気
は

二
阿
川
に
一
i
て
回

-
i

式

た

、

ガ

ソ

リ

ン

ス

タ

ン

ド

で

口

一

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る

一
般
化

ご
分

窓

を

川
1
1
八
4
セ

ン

チ

ほ

う

と

き

は

、

必

ず

「

白

灯

油

を

」

と

一

民
索
中
桜
は
ニ
う
し
て
車
内
に
急
ど
聞
け
て
れ

勺
て
く
だ
さ
い
。
主

温

指

返

し

て

く

だ

さ

い

。

，

激
に
地
え
た

一
般
化
炭
素
が
肺
に
触
が
仰
い
氏

J
1

同
外
れ
温
が
枝
氏
」
'

'

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
正
し
い
使
い
一

収
き
れ
、
人
体
内
へ
の
般
紫
の
供
給
度
の
状
態
て
こ
の
快
気
を
す
る
と
、
診

月
一
i
二
回
は

↑
々
、
手
入
れ
の
方
法
問
取
扱
い
税
一

を
ス
卜
γ
プ
さ
せ
て
し
ま
ヲ
た
め
に
遣
は

一
川町
的
に

J
H
1川、
i
度

⑩

フ
ィ
ル
タ
ー
の

一

明
書
に
さ
ら
に
詳
し
〈
記
さ
れ
て
い
一

起
ニ
る
も
の
で
す
.
初
期
は
川
町
稿
、
ま
で
に
十
カ
り
ま
す
カ

一フ
し
↑以
る

i

「

一

ま
す
。
収
峨
い
説
明
書
は
よ
く
読
み
、
一

吐
き
気

eZ円
L

ひ
ど
く
な
る
と
昆

J

に
は
、
わ
ず
か

一
分
半
ほ
と
し
か
か

-

汚

れ

を

と

る

一

い
つ
も
子
元
に
斑
い
て
不
確
か
な
こ
一

い
機
能
附
刀
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
か
り
ま
せ
ん
。

-

と
が
あ
れ
ば
す
「
に
調
べ
ら
れ
る
よ
一

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・

燃
焼
に
必
要
な
空
気
の
取
入
れ
口

う

に

し

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

一

こ

よ
う
な

ιを

防

寸

た

め

に

み

就
寝
・
外
出
の
と
き
は

一

に
は
、
ェ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
が
つ

い
て

1

一

絶
対
必
要
な
の
が
換
気
で
す
。

、駅

一

レ
ま
す
だ

こ
こ

に
ご
み
や
ほ
こ

り

コ

川

汁

l

j

a

ー

を

も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク

一

ミ
/
巧

V
2
/

一

↓

一
が
付
い
て
目
詰
ま
り
す
る
と
、
空
気

1
1
F
Jド
い
い

J
一
/

白

羽
|

l

'

'

ギ

分

に

送

り

こ

ま

れ

な

く

な

っ

て

が

一

。

1
1
X
一

「
V
ー
ル
l
l

，

t

N
4
一
戸
「
A
l
l
-
ト
J

一

五

川

イ

】

従
来
の
開
放

雲

仙
ス
ト
ー
ブ
と
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す
原
因
に
な
り

当

d
よ
い

/

J

、とし
h

巡
っ
て
フ
ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー
は

5

1
・

一¥-
J
」

a

y
一

r
k
戸，

uに
比
え
な
い
た
め
、
つ
い
う
っ
か
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
最
低

一
か

れ刊

一ぷ

パ

州

〕
同

l

l

¥

一

主
γ
ん
/
、

通

り
出
し
忘
れ
る
ニ
と
が

f
i
-
--
J一回

、

削

除

機

な

ど

で

き

¥

こ

さ

」

圃

一

一
以

ν「
畑

山
る
と
き
、
で
か
け
る
と
き
に
は
、
れ
い
に
制
除
し
て
く
だ
さ
い
。

ミ

一

、

|

-

、

一

名

4

消

火

議

か

め

る

誌

を

ぜ

ひ

っ

ス

ト
ー
ブ
山
聞
の
溢
風
吹
山
口
の

!
l、
…

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
レ
。

μ
m
除
も
お
忘
れ
な
〈
.

.路上駐車 はし ない で下 さい。

道路に排雪 しな いで下 さい。• 
( 9 ) 
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向11 他m. i主 mいわし 60kg 問u 野 i副 今企町 サイダ 2ケス 光 グ〉 旦
渡辺英雌 住 村上源太郎 今 金 もち米 15kg " 八*名'人7ラブ
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北楠111町社会福祉協現金
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今金民担金 今金ライオンズクラブ 仰

全Jl田中 一夫 櫨 '" 
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，.名 今 金 オムッ大lot~ 中 111枕小 111位 向M 'AJ l剖小川"設 今 金 み か ん i柏 " 
コールマミ一一!日l 今 金 市28.ω。 " 今金民話会 今 金 サイダ ー 2，.ス " 

" 今 金 ￥28，000 光 の .!lll [lj'I'靴I，]i 今 金 Ifーゼハンカチ 55枚 " 
地m 1'1¥芳 北仰山 うる米 30同 bち米 15kg 仰 ffiH ';.R古 A 金 セキセイインコカゴ、県町一式 " 
竹次千.1M.子 尚館市 お菓 子 3.750fI1 M 今金町専門広会 A 金 白骨幸子ショーt{1I年1J>. 70tX " 
伊藤フミエ 今 会 お菓子 2岱 りんごみかんI柿 作 4本印刷所 今 金 紙 初 2∞側 " 金丸 ，tWlk子 際 'f 新巻 2本みかん 1軒 F噌 '1' _~~老人 ク ラプ A 金 〆 飾り 一組 " 
今金郵{曜日 今 金 缶ジュース50本タオル .12本 H NTT 今金

" 金
￥33.910 " 

?ミー洋服Jt; A 金 甘ぐり 1袋 H 石W I貨直

" 
金 ， 5 .刷~ " 

今野伝 今 金 み か ん l柿 H 4'，11 洋子 A 金 ￥ 3.0∞ 仰

タテダ佐随 今 金 。iジュース 311 " 日'"守閣 今 金 :y. 10.000 仰

阿 部邦雌 今 金 {r.'ジzース 2 s H 国!!l i亨子 今 金 ￥10.000 H 

笹川真 今 金 缶ジュース 2 11 H n谷川キヨシ A 企 ￥ 3唱。ω H 

山崎恵子 今 金 前ジュース 2 s " 尾形哲夫 今 金 ￥ 5.ω。 H 

佐>1* (tl;A:向i 今 金 古Tジzース l日 " 今fffむ A 金 干 3.刷。 " 
今金町役場職n組合 今 金 み か ん 2柿 " 大:fl" f守コ，郎 A 金 ￥10.000 (5咽OOQX2) H 

前憎牢 小陣 m み か ん 1箱 " 大野敏己 大 成 ￥ 5.000 H 

'"村 均 今 金 缶ジ品ース 2s " 大'"谷正雄 今 金 平10，000 " 
犬原 n夫 今 金 み か ん ，.鞘 " 児主 l由子 今 金 平111.∞。 H 

今村 惜

" 
金 み か ん l箱 松'" ツナ 今 金 ￥ 3.∞D " 

杉山w果 今 金 柿 1術 " 踊戸亮一 今 金 干 111.刷~ " 
山本 J 、スノ 北倫山 砂 僻 5袋 " 古f..: 栄三郎 今 今. 干 5.倒旧日 " 今金 Yパメ石油 今 金 姉 1箱 三i!!冊目武 今 金 平日.ω。 仰

IJ1m 勝賞 江 0¥ みかん l箱 仰 山北紀碑 A j( ~ 5，0∞ μ 

It~ .% 1，高松 江 ~ み か ん 1布 " llJ ~ t ヮキ 今 金 'f 2.0∞ " 
下|品;J I{~枝 i了 差 世fジュース ， B " 佐藤 !1jj!l 同館市 ￥ 5.剖~ n 

AI!! 久現子 今 会 世Tジ，ース 2 B " lf1i良金弥 ~'iI館i1i 干10，0∞ n 

円羽幽入金 "楠山 みかん， s 仰

車 免許の更新時の講習は

2月19目 午後2時から4時まで (一般)
舎室町民センターにて

(1)給水料金 (営農用 )

つ-1 
使 用料 ( 1 月 当 り) い般月

超過料金(1立方メ トル)
て 用 1

は に 日

7立方メ 15立方メー 50立方メー 100立方メ 150立方メ 別 っ か

基本水量 基本料金 トルを超え トルを超え トルを超え トルを超 ートルを超 メい ら

15立方メ 50立方メー 100立方メ え150立方 える水量
| て一
タは自生

トルまでの トルまでの ートルまで メートルま

| 従来ど 用水量 水並 の水量 での*hl. カす と
~J ~J ~J i可 ドl 円

付け お 書凶 金7立方メ
800 100 40  30  20  5 

トルまで
ら り用 が
れ で と
、す 相金ふ 設

(2)メー ター器使用料 左が分草 lすグ〉、

区 分 13ミリ 20ミリ 25ミリ 40ミリ 50ミリ 料金営EEMH ら
(口 径) メ←トル メートル メー トlレ メー トJレ メー トル

に込 d塁周 i ま
れ円 円 円 同 円

使 用 料

宇一
Ii岡1ヶ月 220  300 340 500 2，200  まり し

にっき す ち

二コ

検診を受けて明るい家庭づくり②月号

みんなの仁二

• • 

項 目 出ていただく方 実施する日 時 間 対象地区 実施 会場 備 考

① 
企業組合検 企業組 合 fj， 3 EI (:k) 9:00-12:00 全 地 区 町民センター 検尿、血液検査、レノトゲン愉影
f$ ふ

② 琳 し ん
生後18ヶ月 2 [1 e回

9 :00-11:30 " 
;国，Q;EFI保、岩病HH医院院 日曜日 li休詰 l回接種実国施保晴院

36ヶ月未満 -2l1'1日3 については512、19日のみ

③ 婦人手川貴i診 渦 30議以上の婦人
6日働 受付時 1m

" 
老人柄引:センタ 検診車による検査

-91'1011 8 :00-9 :00 

④ 引がん検診 満35歳以上の男女 11日附日出
M 

レノトゲン検査
-1，1 7 :00-9 :00 " " " 
2 EI U司 10:00-15:00 " 
9 EI U1) H 町民センター

⑤ 一 般相官主 全 位 民 " 老人制祉センタ
健康相談保健指導

16 EI (Jl) " 

23F1(月) H 町民センター

⑥ 妊(母婦級学相級談) IIJ: 同} グ〉 方 101:1 (:k) 
受付時間

" " 検診尿察、、保血健液栄検聾査指、予導診、歯、科体検重測査定
12:<15-14:00 

⑦ 企診業(組一合次検) 査lσtk:判検定診さをれ受たけ精方密検 17F1(:k) 9 :00-12:00 
" " 

診血液察検査、心電図、眼底、検尿

③ 無匝l;l医S地sl区巡
白石・

19日休4 受14:0付0-時150i!101 白石 ・八束 臼石占J~ の家 眼科
八束地区住民

育児講座 3 月 jI~ " 身体計測、保健指導ケ 9 :30-10:00 

⑨ 19日(村 全地区 l町民センター

身診体察計、歯測科保指健導指、神導医、医学師による手Ll己創!，，:士 4、7、10、12ヶnl己
H 

12:30-13:00 

⑬ 礼児 相 談 ot1;五'6、 9 ヶ月Y己 26日付9
H 

保健指導13:00-13:30 " " 。JI5t 目見鎚!f~告
2ヶ月 と

26日付4 " 今 金 保 健 所 コ閥節X線写真
25日以上 の礼児 13:00-14:00 " 

• r一一一一
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程
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2
月
お
日
(月
)
1
2
月
お
日
(
水
)

午
前
叩
時

1
ロ
時

午
後

1
時

1
4
時

2
、
確
定
申
告
書
用
紙

(
用
紙

の
な
い
方
は
税
務
署
に
あ
り

ま
す
)

3
、
源
泉
徴
収
票

4
、
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険

料
の
支
払
証
明
恕

5
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年

金
の
支
払
師
聞
の
わ
か
る
告
類

6
、
そ
の
他
各
種
控
除
に
必
要

な
書
類

7
、
印

鑑
八
雲
税
務
署
庁
ら

今
金
町
役
場
会
議
室

》ミモ

申
告
相
談
の
際
に
持
参
す
る

も
の

1
、
事
業
所
特
の
計
算
司
、

は
収
入
(
売
上
)
金
鎖、

又必

要
経
費

(
仕
入
そ
の
他
の
経

費
)
の
わ
か
る
も
の

偏食しないでバランスのとれた栄養 をとる 。

同じ食品を繰り返して食べない 。

食べすぎを避け 、脂 肪 をとりすぎない 。

深酒をしない 。

喫煙を少なくする 。

適量のビタミン A. C . Eと繊維質のものを多くとる。

塩辛いものを多量に童べない。あまり熱いものはとらない。

ひど く焦 げた 部分は食べない 。

力ピの生えたものは食べない 。

過度に 日光にあたらない 。

過労をさける 。

体を清潔 に保つ 。

今 月 はガン検診の月です。 次の こ とに注 意 をし

必ず 検 診 を 受 け て下さい。

がん予防の~2 カ条
規則正しい生活習慣づくりでガンから身を守りましょう。

回

園

図

回

目

図

圃

図

画

回

国

固

〕-〔



舎金町奨学資金 !

の

l昭和62"1'4 nか ら修学される学生で、

奨学資金を希却の方は、 3月25日ま で

に申込んでください。

@貸付対象者は

今金111]に居住する才?の子弟で次の粂

Hーを明白えていること。

(1)市等学校及び大学に進学を希望す

る者。

(2)学資の支払うことが困難と認めら

れる者。

(3)身体制弘:J:f、学業成品，'(優秀、性行普

段である者。

@貸付額

百五等学校 1人 月釘i8，0001J:J以 内

大 学 1人FJ都1l5，000P-J以 内

大学院 1人丹前i18，000fJJ以 内

民貸付金は無利子

。償還

卒業後 6ヵ川すえおき、 1011三以内の

年賦1fu量です。

詳しくは教育委員会へ宮② 0111内70

2月の休日当番医

2④5011 

8④5321 

8②0221 

岱⑦3021

2④5011 

|貸付希望者ヘ

平病 院(北槍山)

北槍山IIIJ国保病院

今 金 IIIJ国保病院

楢崎医院(瀬棚)

平病院(北+官山)

1日

8日

11日

15日

22日

「
自
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官
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日
目
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以
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未
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0
円
の
ほ
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衣
、
食

住
支
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又
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貸
与

※

9
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月

i
ロ
ヵ
月
た
て
ば

一
間
級
昇
任
し

9
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

連
絡
先
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金
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事
務
所
ま
で
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話

②

0
2
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資
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受
付
期
間

給

与

1
1
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。go令や住民の動態や令や

ロ おたんじようおめでとう

伊藤雄在 1l)J18n (守

引官 主~ふ ll fJ 20n (J防 1;/

山口部 11)J 26日(1If{JliJ 

金野ともみ 11 fJ 28日(公一

!点目こ ずえ 12) J 3日(忠之

山崎尖係 12fJ8円(誠二

本多桁枕 12川10ij (抗卒

本事会L'k 12fJIOR ( " 

川崎 卓会 12}J12 EI (正夫

厄本尖成 12fJ19日(探

杉林笠.¥II. 12}J 20日(範久

伊藤 lts郎 12fJ23F1 (義H'i

i単勝 Al" 12}J24日(出土

伊，.，材;A 12fJ 28 n (幸作

固いつまでもお Lあわせに

比古 主:IJIW;Ii}(商工団地 )=内肝ひと h(札幌市)

見1松村康弘(Ifi 町)=長 }I 京子(末広町}

l為 市川{'I'之(八点)= }II 1" 裕子 (判 fi.l
% 稲担却111[(末)A町)=JkH1 主j(f(Jff'l河)

圏おくやみ もう Lあげます

長谷川タケエ II)JI911 82歳仰 1;t5

谷崎コ<， 11)J20日 80放 111 伏

伊雌 ソ ノ 12川13FI 49議金脈

友勝 山JI'i 12川16日 91歳判丘

波辺諸雌 61今 l 月 58~ 39政金又

l二111 忠(- 12)J 25日 27歳1'"1 石

山本秀山 12川29FI 72法制開1

JmJ林作次郎 12川30IJ 83歳八束

八重樫八屯干 12川31日 52抜本石I

伊藤 米松 1 )-J 4 EI 86歳 金 川

中島す、1仁 1川 6[1 85i誕御影

12月サのこの欄で「ノjミ口功 さん 69成」はr55

i滋」の誤りですので訂正お花ぴ中 L-_cげます。

長引))出栄IIIJ

長引)白石

2引)本 IUT

2 f.<:)未広岡1
2女) 日の出町

長f.<:)英利河

長引)金 n;i 
2 f.<:)金駅

長y;)大相1川

長引)八点

長引)白石

Kf.<:) 111 {~ 

長リ))大和訓1
1ミリ))宇111 li-

12月末引在

iiii月大サ上ヒ
8，410 (ー 18)

4，079 (-12) 

4，331(-6) 

2，561 (-7) 

人口

男

女

世指数

闘
②
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